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ICT遠隔交流を通した国際理解

與儀峰奈子＊

lTCTeleconferenceandGlobalMind

ＭｉｎａｋｏＹＯＧＩ

本研究は小渕フェローシップの支援によって実

施された遠隔教育の実践結果に基づき、遠隔通信

技術がもたらす小学校英語教育の可能性について

考察することを目的とする。

2005年１月28日、琉球大学、米国東西センター、

ハワイ大学を結び「テレカンファランス2005-ク

ロスロード・イノベイションに向けて－」と題す

る遠隔通信会議が実施された。その成功を受け、

同年２月19日、琉球大学附属小学校が主催する千

原初等教育研究大会の分科会において、この遠隔

通信システムの小学校英語教育への導入の可能性

を提案し、５月26日実際に琉球大学附属小学校と

ハワイプナホウ小学校の児童による遠隔交流会を

実施した。更に７月22日には、千原初等研究大会

において附属小学校とハワイ東西センターを結ぶ

遠隔通信を行った。

この遠隔地でのやり取りを可能にしているＩＰ

通信技術は、“e-Japan''から"u-Japan"へと矢継

ぎ早に策定される国家規模の戦略の下、より安価

で高速なものへと急成長を続けている。この技術

の進歩は刮目に値するもので、特に通信の体感速

度には驚嘆させられる。音声に時間的ズレはほと

んどなく、映像もスムーズで一頃のテレビ電話が

想起させるコマ送り映像の面影はない。

このような技術革新に伴ってＩＴもＩＣＴ

(InformationCommunicationTechnology）と

その名称を変化させている。この付記された"Ｃ

(コミュニケーション)''は、情報収集等に重きが

置かれていた従来の受動型の｣情報化社会から自己

参与型への移行を示しており、今回の遠隔交流の

実践もその潮流の中にある。

海外とのリアルタイムの交流は英語教育にとっ

て測り知れないメリットを生む。教室での学習が

時空間を超えた生の体験の中で実践されていくの

である。本研究では、国際理解教育にも関連付け

て議論したい。

１．はじめに

ＩＣＴを含むデジタル技術が、国際交流および

英語教育にもたらした恩恵は計り知れない。すで

にカセットテープで録音、再生をおこなっている

現場は少なくなっているであろうし、ＣＤでさえ

ソリッド・メモリーを利用したメディアに取って

代わられつつある。当然のことながら、映像もそ

れに追従している。つまり、より安価かつ手軽に

ヴァーチュアルな言語空間が体験できるようになっ

たということである。

このように急速に身近になったデジタル技術が、

テレビ会議、オンライン通信、Ｅメール、ビデオ

レター等を通じて、多様で効果的な国際交流の場

を提供している。しかし、「グローバル化」とい

う時代を背景とした場合、テレビ会議が持つ意味

は特に大きい。本論においてはテレビ会議を遠隔

交流と位置づける。当然のことながら、遠隔交流

は子どもたちにとって会議ではなく、未知の体験

へと開かれた学びの空間であるからだ。計４回実

施された遠隔交流を基に、そのアンケート結果の

＊英語教育専修
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にＩＣＴ技術によって容易に可能になったといえ

る。

ＩＣＴ教育における多くの作業がコンピュータ

を前にして行われるのに対し、遠隔交流における

メディアは単なる窓口に過ぎない。映画などで多

用され、すでに本物を越えてしまっている部分も

多いコンピュータ・グラフィック技術は、コンピュー

タの中に世界のすべてを飲み込んでしまおうとし

ている。そして、その世界と向きあっているのは

個に過ぎない。マルチ・オンラインシステムが同

時に複数の人間との通信を可能にするとしても、

それぞれのコンピュータの前に座っているのは結

局のところ個でしかない。そこでいくら壮大な物

語やプロジェクトが繰り広がられようとも、それ

が演じられているのはコンピュータを中心とした

閉塞的な空間でしかない。

もちろん、Ｌｅｖｙ（2007:109）が指摘するよう

な、ｉＰｏｄなどのパーソナル機器によって創出さ

れる個人のメディア空間への一体化が起きること

は確かであるが、遠隔交流では対話者がモニタと

キーボードの束縛から解かれることで、より広い

空間が提供され、何人もの人間がその空間の創造

に参画できる。それゆえ、単に相手側に情報を提

供するという意味での積極性ではなく、今そこに

体験されつつある空間を共同で創造しているとい

う意味において、遠隔交流ではより積極的なコミュ

ニケーション空間が創出できる。

分析を交えながら、国際交流および英語教育にお

ける遠隔交流のもつ特異性、重要`性を明らかにし

たい。

Ｚ１ＣＴ遠隔交流と1ＣＴ教育

教育における国際交流の最終的な目的はコミュ

ニケーション能力の育成であり、その目標の下、

それぞれの現場における取り組みが展開されてい

る〔前田2003:88〕・国際交流は直接的なもの、

間接的なものに分けられ、前者の例としては、国

内における外国人との個人、組織、地域単位での

交流、又、海外を訪問しての現地における個人、

組織、地域単位の交流等が上げられる。一方、後

者は個人レベルから組織レベルまでの広がりのあ

るデジタル技術を活用したものであるといえる。

ＩＣＴ遠隔交流と名づけているのは、技術的に

はICT教育より限定されたものでありながら、

理念的にはより積極的な人間同士のコミュニケー

ション空間の創出を意味するからである。その理

念を明確にするためにも、まずICT教育とは何

かを見ておかなければならない。

ＩＣＴ教育とは、』情報社会に向き合う姿勢を育

成する情報教育と異なり、コンピュータを中心と

するマルチメディアを活用する実践的技術を育成

するものである。それはこれまで、例えばカメラ

に関しては撮影技術、音楽関連であれば録音技術

というように、メディアによって個別にその技能

の育成が図られてきたものが、今や情報やメディ

アのデジタル化に伴い、相互のネットワーク化が

行われ、統一的な視野の下での育成が可能になっ

たのである（久保田2004:2-3)。

このように多様なメディアをデジタル技術によっ

て縦横無尽に横断してゆくＩＣＴ教育の視点から

見れば、遠隔交流に活用される技術は非常に限定

されたものである。年々アップグレードされなが

ら安価になっているテレビ会議システムが－つあ

れば可能となる。もちろんデジタル化されている

がゆえに、そこに、画像、音声、外部ソフトによ

るプレゼンテーションなどを導入することは容易

であるが、遠隔交流にとってそれらは周辺的なも

のに過ぎず、最も重要なのは、交流する人の姿と

音声が双方に届けられることである。それはまさ

3．国際交流とlCT遠隔交流

先述したように、国際交流は直接的なものと、

間接的なものとに分けられ以下のようにまとめら

れるであろう。

味到
地
域
交
流

対象図直接交渉 現
地
交
流

間接交流

ＩＣＴ遠隔交流

オンライン油偲

Ｅメール淳

間接交流

ＩＣＴ遠隔交流

オンライン油偲

Ｅメール淳

同じ空間を共有することで、目に見えない情報

が増すような印象のある、直接交流の方が、間接

交流より効果が高いと一見恩えるかもしれない。
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更に地域交流と現地交流では、空間が与える,情報

の濃度が濃くなるので、目標言語の土地に直接出

向いた方が高い効果が得られることも確かであろ

う。

この「空間の共有」という意味においては、

ICT遠隔交流はケーブルというメディアによって

空間が分断されているので、直接交流と比べて分

が悪いといえるかもしれない。しかし、逆にこの

分断こそが、グローバル社会の交流にとって重要

な役割を果たす。なぜなら、分断されてはいるが、

それは「相異なる空間」を共有していることにも

なるからである。つまり、同じ地球にいながら、

異なる状況で、全く異なる時間を生きているとい

う体験を同時に共有できるのだ。これこそがグロー

バル化時代に求められる感性ではなかろうか。

このような異なる空間を共有する遠隔交流を実

施するためには、時間のマネージメントは重要な

問題になってくる。例えば前田（2003:93-94）の

実践報告にある通り、遠隔交流を授業プログラム

に取り入れていく場合、まず相手地域との「学期

のずれ」が問題となる。前田の例の場合、相手地

域がオーストラリアということで、あまり意識さ

れていないが、一般的には時差の問題は大きな課

題といえる。もちろんプログラムの運営という点

において、この時差は乗り越えなければならない

大きな障壁となるが、異なる空間を共有すると言

う意味で、この問題は逆に大きな強みともなる。

生徒たちは同じ空間にいながら、全く異なる生活

時間を経験することになるからである。この点に

関しては下記の具体的な実践分析の中で詳しく述

べることにする。

このように、経験される情報量においては直接

交流に比べてやや見劣りする遠隔交流ではあるが、

まさに離れている場所を繋ぐからこそ達成できる、

異なる空間の共時的体験という利点を持っており、

この点においてグローバル化社会に生きる人材育

成のためには、より重要な役割を果たすと考えら

れる。

の延長線上にある。それは「インターナショナル」

から「トランスナショナル」への流れである。佐

藤（2002）は両者の違いについて以下のように述

べている。

国際化という概念は多義的だが、大きく分け

ると「インターナショナル」と「トランスナショ

ナル」という２つの側面がある。前者は国民国

家を前提に世界的な相互依存関係の強まりを、

後者は民間や個人をベースに展開する交流や人

の移動を示す概念だが、いずれもグローバル化、

ボーダーレス化を伴う。国際化はこの２つが相

乗して進行している。日本ではとりわけ「トラ

ンスナショナル」な動きが強まっており、否応

なく異文化との共生が迫られるようになってき

た。教育も例外ではなく、こうした「トランス

ナショナル」な動きに対応し、異なった文化を

持つ人との共生が大きな課題となる。中央教育

審議会の第１次答申でも、異なった文化を持つ

人と共に生きていくこと、すなわち共生が重要

な課題とされている。

佐藤（2002:２）

グローバル化、ボーダレス化する世界の流れの

中で、もはや国民国家単位のやり取りはあまり大

きな意味を持たなくなってきている。もちろん個

人の人種的、文化的アイデンティティ、あるいは

経済活動の概念的「単位」として機能するものと

して、国民国家はその重要性を持ち続けるであろ

うが、それはあくまでも内向きな求心性や、その

求心性が描き出す、他の共同体との境界線を維持

する場合であり、ボーダレスという言葉が示すよ

うに境界線などものともせず、外側へ、内側へと

交流が展開する場合には逆に国家意識は重荷にな

りかねない。

現代のボーダレス化社会において、その交流の

単位はあくまで民間、個人なのである。この交流

を支えているものは、「交流の欲求」であり、国

家間の儀礼や政策のニーズ等の外側からの形は必

要としていないのだ。トランスナショナルな交流

が求めるものは、表層的な儀礼ではなく本質的な

交流である。この意味において、ＩＣＴ遠隔交流

が直接的な交流よりも重要な役割を果たすことは

明らかであろう。

情報、技術の格差の問題は重要であるが、少な

４．ＩＣＴ遠隔交流とトランスナシヨナリテイ

共時的に異なる空間を体験できるという遠隔交

流の特質は、異文化理解の在り方そのものの変革
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くともインターネットの恩恵にあずかることがで

きる地域において、もはや'情報のボーダーはない。

そして繋がれているのは国家ではなく、個人と個

人に及んでいる。国家が繋がれていない場合でさ

え個人同士がコネクトされていることもある。も

ちろんそのような情報のボーダレス化に大きな危

険が潜んでいることも事実である。しかし、それ

は別の側面からアプローチすべき問題として、こ

こではその積極的な部分に目を向けたい。空間的

な隔たりを軽々と乗り越えてスクリーン上で対面

する個人と個人はもはや国家など背負っていない。

直接交流においては、それが外国人を招いての

地域交流又は現地交流であっても、自分が所属す

る国を背負う意識は強くならざるを得ない。なぜ

なら、自分も相手も遥か遠くの国から空間的な

｢ボーダー」を越えて来たからである。そうした

境界線に対する意識を、ＩＣＴ技術は効果的に融

解させてくれる。

もちろんこれは、国家意識を持つ必要がないと

言っているわけではなく、国家意識とは別の存在

の在り方、つまり日本人であり地球人でもあると

いう意識の酒養をＩＣＴ技術は可能にしているの

だ。国家意識と世界意識は相互依存的なもので、

異文化に対して開かれた社会を創出することは同

時に白文化や母語に対する意識を促進させるので

ある（中村2007:５)。

国家意識に対する基盤を築いてから異文化理解

に乗り出すのが「インターナショナル」な姿勢だ

とすると、異文化理解の中で自国に対する意識が

酒養されていくのが「トランスナショナル」な姿

勢といえる。しかし、後者の場合それはあくまで

結果論であり、目指すところは表層的な儀礼の持

つ抵抗感を取り除くことによる風通しのよさであ

り、身軽さであろう。その意味で、ＩＣＴ遠隔交

流は、明らかに「インターナショナル」から「ト

ランスナショナル」への流れの延長線上にある。

いかにその変革がなされているのかという、根本

要因を探れば必ずネットワーク技術の革新が至る

所で顔を出してくることは明らかである。ネット

ワーク通信のような個人のレベルも含めると、

ICT遠隔交流は、「トランスナショナル」な流れ

へのきっかけ、原動力、そして、その未来でもあ

るといえる。

５．ＩＣＴ遠隔交流の具体的運営

ICT遠隔交流の具体的運用としては、やはり

教育カリキュラムにおける恒常的活用という形に

なるのがベストと考える。また、少なからず「イ

ンターナショナル」な精神性が育成されつつある

中学、高校よりも、感覚がまだ柔軟な小学生の方

が効果が高いと思われる。もちろん、できるだけ

複数の文化地域との交流が望ましいが、やはりこ

れまでの実績の積み上げと現実性を考慮すると英

語圏との交流がまず優先されるであろう。

実際のカリキュラム編成という観点から考える

と、もはや新規にＩＣＴ遠隔交流を導入する枠を

作り出すことは難しいので、英語活動の中に組み

入れられるかその連携が現実的であろう。

もちろん英語教育といっても、現在の小学校教

育における位置づけが示すように、国際理解、そ

してグローバル化世界に生きる人間性の酒養の端

緒に過ぎない。「トランスナショナル」な意味合

いが重要`性を持つＩＣＴ遠隔交流が、いかにして

具体的な国際感覚の育成に貢献できるのか、国際

理解教育の枠組みを確認しながら検証したい。

国際化教育を進める上で、1996年７月の中央教

育審議会答申において、以下の３点をその留意点

として挙げている。

1）広い視野を持ち、異文化を理解すると共に、

これを尊重する態度や異なる文化を

もった人々と共に生きていく資質や能力の

育成を図ること。

2）国際理解のためにも、日本人として、また

個人としての自己の確立を図ること。

3）国際社会において、相手の立場を尊重しつ

つ、自分の考えや意思を表現できる基礎的

な力を育成する観点から、外国語能力の基

礎や表現力等のコミュニケーション能力の

育成を図ること。

第15期中央教育審議会の答申（1996年

７月）

ここには、国際理解の大枠が示されており、それ

はいうまでもなく自国文化と異文化とそれを繋ぐ

外国語能力である。つまり、自文化と異文化の両

者を目の前にして、自己の経験や認識として有機

的に受け入れていく具体的な方法といえば、「外

－７２－
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国語能力」なのである。

2001年に文部科学省は、国際理解を深める具体

的な学習活動を示しているが、明らかにその中心

は「外国語活動」である。

ニケーションによって改変を迫られる点に着目し

ているという意味において、この主張は「トラン

スナショナル」を志向しているともいえる。

そして、「トランスナショナル」な志向』性がも

つ、柔軟｣性、開放｣性が教育現場において実践され

るとき、影浦（1999ｂ）は育成の焦点として以下

のように具体的に述べている。

1）「外国語活動」で培ったコミュニケーショ

ン能力や外国語への興味･関心を「国際交

流活動」での外国の人との関わりの中で生

かす。

2）「国際交流活動」での体験を生かし、コミュ

ニケーションを図る上で自分の表現したい

言葉を見つけ、「外国語活動」に取り入れ

る。

3）「外国語活動」で触れた異文化への興味・

関心の高まりを更に、「調べ学習」の素材

へと関連づけることが重要。

文部科学省（2001:２）

国際感覚とは、自分の住んでいる地域や自分の

国だけの文化の価値観にとらわれないで、国の

内外の物事を極めて広い視野から見て思考し、

判断し、自分の地域や自分の国を含めて世界に

おいて自ら主体的に生きていくことのできる資

質である。国際感覚の要素としては「好奇心」

｢柔軟性」「歴史感覚」「個の確立と尊重」と｢表

現力｣の５つが考えられる。

ｌ）好奇心（curiosity）

２）柔軟｣性（flexibility）

３）歴史感覚（historicalawareness）

４）個の確立と尊重(individuality）

５）表現力(expressiveness）

（影浦l999b:14-15）

この方針にあるのは、外国語活動を中心とした国

際理解の流れであり、始まりは外国語活動にあり、

それによって可能となった経験は、また外国語活

動に還元され、そして更なる学習の広がりは外国

語学習から展開されるのである。

この外国語活動の基音をなしているのは、柔軟

'性と開放性である。中村（2007）はグローバル化

時代に外国語を学ぶ意義として次のように述べて

いる。

大別して、これら５つの項目は短期的に達成でき

るものと、長期的な育成が必要なものに分けられ

るであろう。「好奇心｣、「柔軟性」が前者に相当

し、「歴史感覚｣、「個の確立と尊重｣、「表現力｣が

後者にあたることは言うまでもない。又、それぞ

れに育成されるべきタイミングや相互関係も異な

る。それを図式化すると以下のような形になると

考えられる。

もちろん、好奇心は時系列的には最初におかれ

るが断続的に喚起されるべきものであり、好奇心

によって開かれた柔軟`性が、歴史感覚や自己の確

国際感覚の育成

母語及び自文化を大切にしながら、多言語・多

文化を学ぶことで人生観や世界観が変わる。外

国語を学び、使うことで、自文化や母語に対す

る理解も一層深まり、多様な人々とのコミュニ

ケーションで高められた思考力や判断力は、よ

り開かれた社会をもたらし、時として国家政策

や世界をも変える。（中村2007:５）

ここには明らかに柔軟性と開放,性の両側面が示さ

れているが、一方で中村の主張が、インターナショ

ナルな感覚を保持しているという点で非常に興味

深い。やはり外国語を通じて異文化を尊重する限

りは、自国の文化および母語をまず大切にしなけ

ればならない。異質な文化に対する理解を深める

ことは、自文化の輪郭を明確にすることでもあり、

それはその認識を深めることに繋がるのだ。又、

白文化に対する意識の枠組みが異文化とのコミュ

立へと明確な形へ還元されていく循環の繰り返し

というのが実体であろう。しかし、それぞれのサ

イクルが好奇心と柔軟性によって開始されること

－７３－
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６．ハワイー沖縄lCT遠隔交流Ｉま明らかである。

それでは上記の国際感覚育成の循環の中で、

ICT遠隔交流はどこに位置づけられるであろう

か。もちろん情報のやり取りとして、すべての側

面で活用可能ではあるが、これまで議論してきた

異空間の共有、トランスナショナリティ等の特質

を念頭に置けば、各サイクルの初期が最も効果的

だといえる。

これまで論じてきた国際理解教育における遠隔

交流の特質を踏まえた上で、実際に行われた事例

を検証したい。冒頭で述べたように、遠隔通信シ

ステムを利用した双方向交流は計４回行われた。

ｌ）2005年１月28日:遠隔通信会議「テレカンファラ

ンス2005-クロスロード・イノベイションに向

けて－」（琉球大学，ＥＷＣハワイ東西センター，

ハワイ大PEACESAT）

２）2005年２月19日:千原初等研究大会分科会（琉大

附属小，ハワイ大PEACESAT）

３）2005年５月26日:遠隔交流会（琉大附属小学校、

ハワイプナホウ小学校）

４）2005年７月22日:千原初等研究大会（琉大付属小

学校、ＥＷＣハワイ東西センター）

国際感覚の育成におけるlCT遠隔交流

特に最後の東西センターとの交流においては、ハ

ワイ時間における夜と、日本の昼間という興味深

い設定で実施され、児童のグローバルマインド育

成に重要な観点を提示するなど、それぞれに異な

る意味合いを持つが、同世代間のしかもクラス単

位の交流という意味において、本論においては３

番目の実践に焦点をあてる。

2005年５月26日に行われた交流会の概要は以下

の通りである。

この位置づけにおいて気になるのは好奇心と表現

力との時間関係であろう。ＩＣＴ遠隔交流が好奇

心に大きな弾みをつけることは明白である。しか

し、少なくとも相手側とやり取りをするための最

低限の表現力は求められる。そして、その表現力

を身につけるためには更に遡った好奇心の喚起が

必要となる。

つまり、ＩＣＴ遠隔交流の具体的運営にあたっ

て、学年としては小学生の段階が望ましく、育成

される感覚との関係で行けば、学習の初期段階が

効果的である。そこに位置づけられることによっ

て、遠隔交流は、動機付けられた表現力の実践の

場でありつつ、未知なる異文化に対し意識が開か

れ、柔軟性と共に更なる好奇心を刺激する役割を

果たすことになる。もちろん準備、設備、時差等

の課題があり手軽に実施するというわけにはいか

ないが、このような位置づけを踏まえ、遠隔交流

前の動機付けとなるような調べ学習、自己表現に

繋がるような外国語活動の適切な積み上げ、交流

実施後の異文化理解の定着、新たなる動機の喚起

等と連携させ、現行あるいは新たに構築されるカ

リキュラムに効果的に組み込まれることが求めら

れる。

ハワイ州プナホウ小学校＆琉大附属小学校遠隔交流会

日時：５月25日（水）３‐４ｐｍ（ハワイ）

５月26日(木)l0-11am（沖縄）

場所：ハワイ大学PEACESATTelecommunication

ResearchCenter

琉球大学附属小学校コンピュータ室

生徒：プナホウ小学校（25名）＆琉大附属小（34名）

内容：ｌ）学級紹介＆挨拶２）質疑応答クイズ

３）文化交流４）ゲーム活動

上記のように、学級紹介、クイズ質疑応答、文化

交流、ゲーム活動等の4種類のプログラムをカバー

し、クイズタイムでは独特のアイテムを紹介し、

それが何であるかを想像させるような活動を盛り

込んだ。例えばハワイからは地域特有の楽器や伝

統芸能などで用いるアイテムが紹介され、附属小

からは日本ならではの給食当番の服、ランドセル、

そろばんなどを見せて想定（guess）させる活動

－７４－
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を行った。文化交流では附属小は校歌と習字を披

露し、プナホウ小学校はフラダンスとハワイアン

ソングを披露。３名のフラダンサーがリーダーと

なりダンスの重要な部分を解説し、それを全員で

練習した。ゲーム活動ではじゃんけんゲームと、

更に担任の指示に従って体全体を用いるＳｉｍｏｎ

saysゲームを行った。国別の動物の泣き声の紹

介なども取り入れ、子供たちはお互いの文化(生

活・習慣)の類似点や相違点に気づき刺激をうけ

ている様子であった。インタラクティヴな作用が

多く、異文化理解を深める効果は絶大であったと

いえる。

交流活動における具体的な内容の選定は文科省

の以下の方針に沿ったものである。

７．ハワイー沖縄lCT遠隔交流アンケート

結果

この交流会において、ハワイと沖縄の両サイド

で遠隔交流会に参加した４年生59名に対し交流会

に関するアンケート調査を行った。以下はその結

果である。

遠隔交流会アンケート〔琉球大学附属小学校４年生：

34名〕

１）ハワイの小学校との遠隔交流会は楽しかったで

すか？

３１ｏｕｔｏｆ３４ｓｔｕｄｅｎｔｓ３４人中31人が「はい」

と答えた。９７％

２）どのようなことが楽しかったですか？

クイズ、じゃんけん、質問タイム、simonsays，

huladance，色々なことを一緒にしたこと。自

分で英語を言うのが楽しかった。ハワイの楽器

について分かったこと、習字を紹介したこと。

３）交流会を通して学んだことは何ですか？

フラダンス、ハワイの楽器、簡単な英語が上手

に言えた、英語が話せた、はっきり話すこと、

ハワイと沖縄の人には共通していることがいく

つかあるということが分かった、ハワイの学校

は沖縄より２時間早く終わるので勉強時間が少

ないことが分かった、英語を学んだ、ハワイの

文化を学んだ、ハワイには日本と違うことが色々

あるんだなあということが分かった、英会話が

できたこと、英語で色々な言葉がしゃべれる、

ハワイでは上履きを履かないでそのまま教室に

はいる､ハワイには沖縄と全然違う文化や似てい

る文化もある､ハワイと沖縄には王様がいたこと。

４）交流会で一番印象に残ったことは何ですか？

クイズ、はじめてニュースみたいにテレビに出

れたこと、英語でしゃべったときに通じたこと、

質問ができたこと、テレビに映った事、沖縄や

ハワイの物をクイズにして交流したこと、テレ

ビみたいにすぐに映像が送れてすごかった、ハ

ワイの生徒とのやり取りが印象に残った、ハワ

イに日本人によく似ている人がいること、画面

を通して話し合ったこと、沖縄の文化をクイズ

にしたこと、ハワイと交流会をしたこと全部、

みんなやさしかったのですぐ仲良くなれたこと、

フラダンスを習ったこと、じゃんけん、テレビ

電話が楽しかった、教えたことを相手が理解し

ていた。

５）交流会を通してハワイの小学生と直接会ってお

話しがしたくなりましたか？

３４人中33人が「はい」と答えた。

交流活動の具体案

１）文化紹介：日本や地域の伝統を紹介する。逆に

外国の伝統や習慣を教えてもらう。

２）行事体験：七夕、節分、Halloween，Christmas

など

3）交流活動：交歓会での直接交流会やビデオレター

等での間接交流

４）調べ学習：交流を予定している国について調べ

たり、あるテーマについて各国の事情を調べる

等。生徒間の情報交換、共同学習、プレゼンテー

ションなど。（文部科学省２００１：４４）

更に、実際に交流を行ったのが小学校4年生であっ

たため、外国語教育としての企画にあたっては沖

縄県教育庁の「小学校英語科の目標（４年生)」

にも準じている。

小学校英語科の目標（４年生）

＊日常生活での具体的な場面に応じた様々な英語の

表現に触れ、世界には色々な国が

あることや異なる言語や習慣を持つ人々がいるこ

とを認識し、相手を受け入れることができるよう

になる。

＊日常生活での具体的な場面に応じた英語を聞いて、

話の内容が理解できるようになる。

＊日常生活での具体的な場面に応じた英語を用いて、

相手に質問したり、質問に対する自分の考えを相

手の目を見て伝えたりすることができるようにな

る。（沖縄県教育庁義務教育課2004）
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遠隔交流会アンケート〔ハワイPunahou小学校
６）交流会を通してハワイの文化・習慣・言語に興

味を持つようになりましたか？

３４名中30人が「はい｣。

７）交流会を通して英語をもっと学んで話せるよう

になりたいと思いましたか？

３４名中30名が「はい｣。

８）普段の英語の授業で習ったことが役に立ちまし

たか？３４名中30名が「はい｣。

９）英語の勉強は将来のために大切だと思いますか？

３４名中33名「はい｣。

10）このグローバルな社会で英語はとても必要な言

語だと思いますか？３４名中33名が「はい｣。

11）将来はどのような人になりたいですか？

科学者、教師、サッカー選手、看護士、調理師、

保育士、その他。

12）遠隔交流会に使った機器（スクリーンや会議カ

メラシステム）についてどう思いましたか？

すごいと思った、カメラが小さかった、小さく

てコンパクトサイズになっていた、生放送なの

でしっかりしようと思いました、このようなも

のがあって便利だと思いました、テレビでハワ

イと交流会ができるというのは初めて分かりま

した、遠くにいるのに、スクリーンに映すとす

ぐ近くにプナホの小学生がいるように感じた、

外国人とお話したのでいいと思いました、こん

なにすごいとは思わなかった、すごい技術だ、

とても興味を持った、カメラが小さいのにすご

い、びっくりした、ハワイとは近くないのに、

テレビ電話を通じて近くなりすごかったです、

見たことがなかったのですごいと思った。

１３）今後、遠隔交流会を通してどのようなことをやっ

てみたいですか？

ハワイに科目がいくつあるか聞いてみたい、英

語をもっと覚えてその英語を話したい、同じ特

技を持つ人同士集まって練習してハワイに紹介

する、日本文化をみせる、ハワイの有名な物や

生活について聞きたい、英語を教えてもらって、

ハワイの子には日本語を教えてあげたいです、

漫画の話、今度は恥ずかしがらずに交流会をし

たい、英語をもっと話したい、本人の所に行っ

て英語をしゃべりたいです、日本の遊び、ハワ

イの遊びを一緒にしてみたい、沖縄の文化を教

えたい、飛行機でハワイに行ってみたい、英語

や日本語を教え合ったりしたい、次は本当にそ

こにいってみたい、一緒に一日中過ごしたい、

自分の好きなことや好きな所を教えてみたい、

英語を使って色々な遊びをしてみたい、沖縄の

踊りを教えたい、国内での交流、テレビやアニ

メの話しをしたい、話し合いをしたい。

４年生：２５名〕

ＥｖａｌｕａｔｉｏｎａｎｄｃｏｍｍｅｎｔｓｏｆｔｈｅｔｅｌｅConference

(May25Ih，2005）

l）Didyouenjoyparticipatinginthetelecon-

ference？２５人クラス全員「Yes」と答えた。

２）Whatdidyoulearnthroughthetelecon-

ference？Japaneselanguage，Japanese

customs，howtowritekanji，thestudents

servetheirownlunch，theyhaveindoor

shoes（differentshoesfordifferent

occasionsLtheanimalsoundsaredifferent

amongcultures，wehavesimilaritiesand

differences，theJapaneseschoolsystem／

schedule（beginning＆endingｔｉｍｅ)，Ｉ

ｌｅａｒｎｅｄｔｈａｔｗｅｈａｖｅａｌｏｔｔｏｌｅａｒｎａbout

Japan，theteleconferencetechnology（voice

takesacoupleofsecondstotravelthrough

thewireandbeforetheotherpartycan

hearthemessage，interestingguardians

（shisa)，TechnologyｃａｎｒｅａＵｙｗｏｒｋｗｅｌｌｔｏ

ｇｅｔｔｏＯｋｉｎａｗａ、

３）DidyoubecomeinterestedinJapanese／

OkinawanCultures？Ofcourse，ｒｍＯｋｉｎａ－

ｗａｎａｎｄｂｅｓｉｄｅｓｌｗａｓａｌｗａｙsinterestedin

it、Yes，andlbasicallyalwayshavebeen

Yes，Ihadalwaysbeeninterestedindiffer-

entcultures，Yes，ＩａｍｇｏｉｎｇｔｏＪａｐａｎｔｈｉｓ

ｓｕｍｍｅｒａｎｄＩａｍｒｅａｌｌｙｅｘｃｉｔｅｄＹｅｓ，Ｉｄｉｄ

ｂｅｃｏｍｅｉｎｔｅｒｅｓｔｅｄｉｎｉｔ・Yes，totally・Yes，I

alwayswantedtotryKanji、

４）Whatactivitydidyouenjoythemostdur-

ingtheteleconference？

Animalsounds，guessinggames，ｓｉｍｏｎｓａｙｓ

ｇａｍｅ，Ｑ＆Ａ，teachingHuladance，Ｓｈｏｗ＆

telLseeingthemwritekanji,Janken、

５）ＷｈａｔdidyoulearnabouttheOkinawan

students？Theystayinschoollongerthan

us，ｔｈｅｙｗｏｒｋｈａｒｄａｎｄｗｅｈａｖｅｉｔｅａｓｙ，

ｔｈｅｙａｒｅｖｅｒｙｆｕｎｎｙ，ｔｈｅｙｄｏｒｔｄｏｂａｒｅ

ｆｅｅｔ，theyhaveaguardian，Thattheyare

justlikeusinsomeways,theyhavedifferent

schoolyearthaｎｕｓ,Ilearnedthatourschools

aremuchdifferentthaｎｌｔｈｏｕｇｈｔｉｔｗｏｕｌｄ

ｂｅ,thekanjiisverycool1，theyaren，tthat

differentthanus・Ｉｔｍｕｓｔｂｅｈａｒｄｔｏｗｒｉｔｅ

ｋａｎｊｉｗｈｅｎｙｏuareanewstudentinJapan．
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６）Wouldyouliketoparticipateinanother

teleconferenceinthefuture？Ofcourse，

ｗｈｏｗｏｕｌｄｎ１ｔ１Ｎｅｘｔｔｉｍｅ，Iwanttostay

longer・Absolutely,Yes,ｉｔｗｏｕｌｄｂｅａｗｅｓｏｍｅ

Ｙｅｓ，ｂｅｃａｕｓｅｉｔｗａｓｆｕｎａｎｄｅｘｃｉｔｉｎｇ・

Definitely，yes、Ｓｕｒｅ１２５名が「Yes」と答

えた。

７）Whatkindofactivitieswouldyouｌｉｋｅｔｏ

ｔｒｙｔｈｒｏｕｇｈｔｈｅｓｃｒｅｅｎｉｎｔｈｅfuture？Ｉ

ｗｏｕｌｄｌｉｋｅｔｏｒｅａｃｈｔｈｒｏｕｇｈｏｒｈａｖｅｏｕｒ

ｏｗｎｍｉｃｒｏｐｈｏｎｅｓｏｗｅｃｏｕｌｄｔａｌｋｔoeach

otherindividuallyonaminisｃｒｅｅｎＭａｙｂｅ

ｔｒｙｈｉｄｅａｎｄｓｅｅｋ，Ｍａｙｂｅｈａｖｅｅａｃｈｓｔｕ－

ｄｅｎｔｓａｙｓｏｍｅｔhingaboutthemselves，

probablyshowthemourschoolworksand

somerules，ｔｒｙｔｏｒｅａｄｏｎｅｏｆｔｈｅｉｒｂｏｏｋｓ

ｉｎJapanese，trytotranslatethelanguage

ourselves，ｐｌａｙａｔｙｐｉｃａｌｇａｍｅｏｆＡｍｅｒｉｃａ

ａｎｄJapan，ｃａｒｄｇａｍｅ，talktoeachother

more，teachthemHawaiianwords，Talk

aboutthingsthatOkinawahasandHawaii

doesn'ｔhave，showthemplayingvideo

games，ａｓkmorequestions，ｒｅａｄａｂｏｏｋ

ｗｉｔｈｔｈｅｍ、

８）Pleasegiveadditionalcommentsonthe

teleconference、ＩｔｗａｓａｗｅｓｏｍｅａｎｄＩｗａｎｔ

ｔｏｄｏｔｈｉｓｏｖｅｒａｎｄｏｖｅｒａｇａｉｎＴｈａｎｋｙｏｕ

ｆｏｒｇｉｖｉｎgusthisopportunity、Ilovedit

andIiveneverdoneanythinglikethis

before・Iexpectedthestudentstobetotally

differentfromuｓｂｕｔｗｅａｒｅｖｅｒｙｍｕｃｈ

ａｌｉｋｅＩｈｏｐｅｔｏｈaveanotherteleconference

sometiｍｅｓｏｏｎ、Ｉｌｏｖｅｄｔｈｅｔｅｌｅｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ

ａｎｄｌａｍｇｌａｄｔｈａｔｌｇｏｔｔｏｐａｒｔｉｃｉｐａｔｅｉｎｉｔ

ｔｈisyear，Theteleconferencewasamazing

andｌｈｏｐｅｔｏｄｏｍｏｒｅｉｎｔｈｅｆｕｔｕｒｅ・Ｉｔｗａｓ

ｃｏｏｌａｎｄｌｗｏｕｌｄｌｉｋｅｔｏｄｏｉｔａｇainsometime

Ilovedthewholethingexcepｔｗｅｄｉｄｎ'thave

enoughtime，Ｉｌｏｖｅｄｉｔ，ｐｌｅａｓｅｄｏｉｔａｇａｉｎ１Ｉ

ｗａｎｔｔｏｄｏｍｏｒｅlearningabouttheirculture、

Ihopetheteleconferencewillbeloｎｇｅｒｗｉｔｈ

ｍｏｒｅｇａｍｅｓａｎｄＱ＆AIwouldreallyliketo

dothisagain、Ｉｌｏｖｅｄｔｈｅｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙａｎｄｈｏｗ

ｙｏｕｃａｎｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｅｔｈｒｏｕｇｈｔｈｅｓｃｒｅｅｎａｎd

havinganopportunitytocommunicatewith

foreignpeople/students・Itwasagoodexperi-

enceforme・Ｉａｍｇｌａｄｌｃａｍｅ・ＩｔｗａｓｃｏｏＬＩ

ｗａｎｔｔｏｄｏｔｈｉｓａｇａｉｎ・Theteleconferencewas

reallyexcitingplusIlikedthetechnology．

ＩｔｗａｓａｗｅｓｏｍｅｔｏｓｅｅｔｈｅＪａｐａｎｅｓｅｓｔudents

throughthescreen．

８．ハワイー沖縄lCT遠隔交流アンケート

分析

アンケート結果をＩＣＴ遠隔交流の特質に照ら

し合わせて分析すると、まず、異空間の共時体験

については、生活時間が大きく異なる時間に実施

した2005年７月22日のものに比べると明らかにイ

ンパクトは小さいが、遠くにいる人々と時間を共

有していることに関する新鮮さは強く感じている

ようである。

インターナショナルな側面と、トランスナショ

ナルな側面に関しては特に興味深い結果が見られ

る。まずインターナショナルな側面としては、す

でに日本文化、あるいは沖縄文化の代表者として

の自覚が出ていることが挙げられる。これはハワ

イ側も同様の結果で、いわゆる外国語、異文化教

育に対する懸念を取り除いてくれるものである。

また、それは更に異文化を知りたいという欲求と

同時に芽生えており、異文化理解と自文化意識の

相乗効果が明らかに示されている。

トランスナショナルな側面としては、同じ年齢

であるために、特に「共通点｣、「相違点」に対す

る言及が多いという点が興味深い。これは、遠隔

交流が国民・国家を背負った抽象レベルの交流で

はなく、個と個のもつ身近な生活空間同士の接触

のためであろう。それは、漫画やアニメなど身近

なトピックの交換に意識が向けられていることに

も表れている。このインターナショナルな側面と

トランスナショナルな側面との混在は、両者が相

補的な関係にあることを示すこととなっている。

また、外国語活動に関する結果も眼を見張るも

のがある。まず、すでに蓄積として与えられてい

た自己表現方法としての外国語を実際に使って、

自分の発話が通じたことに対する喜びがいかに大

きいかが素直に表明されている。そして、その感

激した気持ちはそのまま、更なる外国語学習に対

する意欲に直結される。又、何を話したいか、何

を伝えたいかという根本的欲求にも目を向けさせ

ており、自文化、そして個としての自己への意識

にも繋がっていることは明らかである。それは、
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別の論考において検討したい。それにしても、両

地域の子供達がモニタを通して顔をあわせたとき

の喜ぶ姿はすべての労苦を吹き飛ばしてくれる。

今回の遠隔交流体験が子ども達にとってグローバ

ル社会という「大海」（吉田2003:115）に出る

前の素地作りとなってくれることを願う。また、

この体験が中村（2007:10-11）が言及している

ように、国際対話能力（globalliteracy)、白文

化や国家を超える視野（transculturaland

transnationalperspectives）を育む出発点とな

れば幸いに思う。

言葉としての形は訓練したものの、話すべき内容

が抜け落ちてしまっているという、これまでの外

国語教育法では達成できなかった部分であり、こ

れもＩＣＴ遠隔交流のもたらす大きな効果といえ

る。

そして、特筆すべき点は、「これからもぜひ継

続して欲しい」という要望が多いということであ

る。それは単に動機付けに役立ったということで

はなく、明らかに子供達の意識が異文化に開かれ、

そしてその扉をもっと開いて行こうという意欲へ

と転換されていった証である。この意欲が国際感

覚育成の循環の原動力となることは間違いない。

そして、自己を開いていこうとする開放,性は、自

文化に対する意識や個の確立とも連動しているの

で、そこに確立される自文化や自意識は、自明の

ものとして与えられる閉塞的かつ硬直したもので

はなく、柔軟で創造的なものになると期待できる。

＊本論文は2005年５月28日ＬＥＴ外国語教育メディ

ア学会九州・沖縄支部、第３６回大会口頭発表の内

容を基に加筆修正を加えたものである。

＊謝辞：このようなプログラムを企画・実施するに

あたり、多大なご協力を頂きました小渕プログラ

ム（国際交流基金、沖縄県人材育成財団、ハワイ

東西センター)、琉球大学附属小学校：仲地千佳先

生、山下智郁先生、ハワイPunahou小学校：Ｍｒ・

KrisSchwengel、琉大附属小及びPunahou小学

校生徒の皆さん、琉球大学総合情報処理センター：

大川康治氏、ハワイ大学テレコミュニケーション

リサーチ機関PEACESAT:MsChristinaHiga，

Ｍｒ・KekoaHayashi，ハワイ東西センター沖縄プ

ログラムディレクター:MrBobNakasone，小渕

フェロー：大角玉樹先生、石川隆士先生に心から

感謝申し上げます。

９．おわりに

ＩＣＴ技術の恩恵を受けて可能となった遠隔交

流は、グローバル時代にふさわしい開放性と柔軟

'性を兼ね備えた国際感覚を育成する活動として効

果的であることはこれまで見てきたとおりである。

しかもそれは、自文化、自己に対する意識を強化

することにも繋がっている。問題はこの活動をい

かに通常のカリキュラムの中に組み込んでいくか

である。生徒達の好奇心を持続させ続けることが

できる程度の定期的な実施は不可欠である。しか

し、技術的には安価で手軽になったとはいえ、一

番の問題はネットワークの両側の念入りな調整で

ある。今回はその舞台裏の詳細は避けたいが、こ

の企画の時間調整や内容調整は困難を極めたこと

だけは言及しておく。コラボレーションの事前事

後の調整こそがカリキュラムへの導入時における

効果の良し悪しを大きく左右することはしっかり

押さえておきたい。遠隔交流のコラボレーション

を行う際の課題として特に明記すべき点はｌ）ビ

デオ会議システムの通信設定に関わる技術的課題、

２）交流を行う時間帯や時期の検討、３）目的意

識の共有等の準備段階における連携協力体制、４）

パートナ－校の選定、５）単発か長期に行うか等

である。これらの調整の在り方や課題については
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』
＋
●
‐
二
Ⅱ
杣
‐
Ⅵ
ｄ
ｒ
ョ
‐
‐
Ⅱ
－
■
‐
－
‐
｜
Ｉ
ョ

ら
狂
？
有
露
鍵
な
内
に
終
っ
た
。
秘
め
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
恒

イ
ン
ダ
ル
ネ
ヅ
ト
を
通
し
た
愛
こ
の
プ
ロ
ジ
ニ
ク
ト
は
、
「
小

疑
応
答
は
国
鐸
電
話
を
掛
け
て
い
淵
国
際
交
流
華
金
フ
ニ
ロ
ー
シ
ッ

る
時
と
同
じ
抜
態
で
行
な
わ
れ
、
プ
」
の
奨
学
金
を
得
て
現
在
イ
ー

ピ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た
暖
ス
ト
ウ
エ
ヱ
ト
セ
ン
タ
ー
で
研
究

偉
は
即
座
に
送
受
償
さ
れ
た
。
相
生
活
を
送
っ
て
い
る
琉
大
助
教
授

互
仁
邇
旗
を
通
す
も
ど
か
し
さ
ほ
め
与
嬢
峰
毒
手
さ
ん
が
企
画
し
、

あ
る
が
、
種
蘂
の
壁
さ
え
克
服
出
蘂
現
し
た
も
の
。
与
儀
さ
ん
偉
当

来
た
ら
、
こ
の
遠
隔
ビ
デ
オ
麺
檎
口
の
司
会
も
担
当
し
た
。

IItter1slllsozuke

HｐＨ

．｡Ｌ’’’’久
司会を務めた与儀峰奈子琉大助教授

マーシャル･鈴木

総合法律グループ
ケネス岡本弁護士

■自動車事故

■傷害補俄

■会社／ピジネスピ斥訟

■不当医療

■製品責任補償

（日本語も話します）

日英両悟だけではなく文化の差にも精通している

弁護士・アシスタントが皆樺の法律業務を
お手伝いいたします。入隊･ハフィンクトン

‐ｌＰＴＦ二Ｉ毎ｋ
○ビジネス法関連:会社法

契約一般･業務関連

移民法・アメリカ支店

法人の立ち上げ

、訴訟関係：民事・商事訴訟

企業訴訟支援､刑目国扉件

少年事件

、家族関係：離婚・相続

※豊富な刑事/民事訴訟経験

※ハワイ州法廷調停プログラム主任調停官

※IZLmc[icanBoardofTrialAdvocates」会員

（ハワイ州で30人の弁護士のみ選出されている）

※日米ボランティア樋会会長 ○移民法：各種ピザ申請、永住権・市民権申請

対移民局弁護・行政裁判

PRICE
サンフランシスコ･オフィスサンノゼ･オフィス
lSOSpearS…LSuile7西D5Sm0hHH劇TkPtg…LSqlite200
SanPmn噸coDCAguI105SanJoSc,ＣＡ９５１１３
敢茜：(415)6130090、賭；御町”SMSLG(67異）
FAX：仏is)6130190EAX3PlO8)998石７５３

代表趣子メール：in､＠m､頑h8m3nzmd全｡ｍ
ウェプページニ雨7Ｖ乳ｍａｍｍｎｇ■zmIdcDm

OKAIvIOTO

HmIEMo

＆Ｌｕ剛【

Aliorn可atLaW
ALawCorporaUon

oceanＶ１ｅｗＣｅｎｔｅｒ

７０７ｍＰｈｎＴａＲＳせeet

Sults728

Honolulu,HaWEm196813

Telcphone;(808)538-1113
F臼x:(808)533-0549

－８１－

ＯＴＳＩＪＩＫ上△＆

ＢＵＦＦＩＩｑＪＧＴＯＮ
ＡＩＩＭＴｎ弓、LTA面ｍＴＹＬＡｗＣｏｎ征hｑＮＹ

新事務所設立を御案内します

経験塾官な大塚純介弁護士に

お任せください．

文教卒．カンザス大学法学

大学院博士号、米国最高裁

にも弁H国士登録

、、

判例集にも名を連ねています。

民事訴鴎国際私法（日本法）、商法、行政法、

不日i産法、相続法、移民法、家庭法、税法

1600KapiolamBIvd,ＳｕｉｔｅｌｍＯ

Honolum,Haw麺，6814(建設にて仮噸務所）

Tel:(808)3849158Fax;(808)356-o825

httpWWWw・beikokuhou・com

Erm@beikolmhoLcom
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COMMUNITY FOCUS

t'unahou fourth-graders talk to their counterparts in Okinawa via the
technology of teleconference. (Photos courtesy of Minako Yogi)

--- ---

Alter more than SO years of being U~;~S.f.~b­
ing target by the U.S. military, the islandot
Kaho'olawe finally began the process ofbeing
returned to the state 01 Hawai'j in 1994Wh~J:\~~~V.$,.

Navy signed a memorandum ofunders~~
the island's cleanup, restoration, access and transter
of control.

On Wednesday, July 6, Sol Kaho'ohalahaJ~~dlf«~
tor of the Kaho'olawe Island Reserve Commission,
which represents the state in all matteT'Spe~g~
the island, will share insights on Kaho'olawe's
history and to Hawaiians as a place oEatoM'nlna
(love for the land),

KAHO'OLAWE: ALOHA
'AINA VS. NATIONAL
SECURITY

BUDDHIST STUDY CENTER
SUMMER SESSION 2005

"Learning the Dharma Through the Life and
Thought of Great Buddhists" is the theme of this
year's summer session sponsored by the Buddhist
Study Center. Rev. Marvin Harada from the Orange
County Buddhist Church will conduct the sessions.

The first session is set for July 25-29 and the second
from Aug. 1 to 5, from 6:30-9:30 p.m. A satellite
session at Lanai Hongwanji will take place on July 31
at 9:30 a.m.

The registration fee - due July 11 - is $SO and
covers handouts, a dinner on the final day and other
incidental expenseJ. The cost is 55 per day for those
wishing to attend on selective days only - and does
not include handouts, dinner or incidentals.

For more information, call the Buddhist Study
Center at 973-6555.

There were no winners in the 259thsumo contest
sponsored by The Hilwai'j H"Qld and Hawai'; Hochi.
Asashoryu won the Natsu Basho with a perfect 15-0
record. Chiyotaikai won 10 bouts and lost 5,
Tamanoshima won Sand lost 10 and Ama came in
with a record of 8-7.

Readers will have another chance to win $100 with
the Nagoya Buho, which begins 01\ July 10. The
sumo contest entry form can be found in the July 1
issue.

NO WINNER FOR SUMO
CONTEST

CONDO FOR RENT
HawaIIan Monarch studiO w/ocean view

Yogi opened the teleconference with a brief de­
scription of the simUarities between Hawai'i and
Okinawa in terms of their respective soda-political
histories, economies and cultural characteristics.

But the real stars of the hour were the students.
They got the exchange ott-and-rnnning by posing
questions to each other. "What time does yoW' school
start?" asked Punahou's Kenny Yamashita. "8:20 a.m.
to 4:30 p.m.," replied the Ryudai students. The
answer surprised the Punahou youngsters. The
Ryudai Fuzoku students were just as surprised to
learn that the school day for the Punahou students
begins at.8 a.m. and ends at 2:35 p.m. - and that the
school year in Okinawa begins in April. The Okinawa
stlJdents were equally amused to learn that the
Hawai'i students begin clas&es in August. Naturally,
they queried each other about their favorite foods.

The students also brought and shared cultural
artifacts. "Nan; ni tsuk.Qun desu b? (What do you use
this for?Y' posed Anthony, putting a conch shell up
to the saeen. "Listen??" the Okinawan students
guessed. pointing to their ean, until Anthony blew it,
evoking bursts of laughter. "What is this?" asked the
Ryudai Fuzoku fourth-graders, pointing to their
school backpacks. "School bags!" the Punahou
students shouted, followed by an unidentified
question, "Are those Prada?" Soroban (abacus) was an
easy answer, but the Punahou students were
stumped when shown the Okinawan shiisa, or
guardian lions. Hula and songs were shared, and the
Oldnawan students demonstrated calligraphy,
prompting one Punahou youngster to remark, "Cool!
1want to go to Japan!"

The students also played games. "Simon Says" sent"
the students into contortions and boisterous laughter.
They also lined up in teams of three in front of the
television screens (cameras) and played "Jan Ken Po"
with each other. For these fourth graders, the dis·
tance between Hawai'i and Okinawa faded as they
played and interacted with each other.

The hour sped by, and teleconference excited the
imaginations of the students in Okinawa as well as
here in Hawai'L It surely met the expectations 01 the
organizers who, in Prof. Yogi's words, "hoped it
would stimulate the students' motivation to learn
foreign languages and cultures and eventually
produce individuals who could play an active role in
this global society."

With bursts of laughter and lots of energy, 25
fourth graders from Punahou School Hmet" 40 of
their counterparts from Fuzoku Elementary School in
Okinawa via the technology of teleconferencing. It
was a unique opportunity for both groups of students
to communicate with·one another using the lan­
guages they had learned in class and to deepen their
understanding of the two cultures and broaden their
perspectives.

The teleconference was held May 25 In the Social
Sciences Research lnstitute conference room at the
University of Hawai'i at Minoa from 3 to 4 p.m. The
session was timed to coincide with a 10 a.m. class in
Okinawa. In both locations, students were able to see
and hear each other on a wide-screen television and
communicate simultaneously. The teleconference was
coordinated and moderated by University of the
Ryulcyus education professor Minako Yogi, who is
studying at the East-West Center for a year as an
Obuchi Research Fellow.

Prof. Yogi worJced with Punahou teacher Kris
Schwengel, and Ryudai Fuzoku teachers Chika
Nakachi and Tomofumi Yamashita to organize and
facilitate the interaction between the students. Kekoa
Hayashi of UHM's PEACESAT program and Ryuji
Ishikawa of the University of the Ryukyus stood by
to provide technical assistance.

PUNAHOU AND OKINA~WA

STUDENTS MEET VIA
TELECONFERENCE

~~77~0~ ~~~Li~~1,-Umited 100 meals per day
~WAI(J(ILM'f'B)CIWIttTY

L.LI04l1PEC:W.I1'MTNIfROIl ..... '11'

-82-



與儀峰奈子：ＩＣＴ遠隔交流を通した国際理解

沖縄タイムス2005年５月３１曰

琉
大
附
小
、
遠
隔
交
流
楽
し
む

琉
球
大
学
附
属
小
学
校
と
エ
ロ
ー
シ
ッ
プ
の
助
成
を
受

へ
国
ハ
ワ
イ
州
プ
ナ
ホ
ウ
小
け
て
実
施
し
た
。

一
校
の
遠
隔
交
流
会
が
一
一
十
児
童
ら
に
異
文
化
交
流
を

〈
曰
、
西
原
町
の
琉
大
附
属
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
将

斗
で
行
わ
れ
た
。
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
舞
台
で

琉
大
が
ハ
ワ
イ
大
と
連
携
活
躍
で
き
る
素
地
を
育
て
よ

ソ
る
通
信
シ
ス
テ
ム
を
利
う
と
企
画
さ
れ
た
。
，

岨
。
小
渕
国
際
交
流
基
金
フ
琉
大
附
属
小
は
四
年
一
組

公Z二!;`!j三目本の文化紹介
。P電（～…い、

醸鵬甑聯蜥、一
の
児
童
約
四
十
人
が
参
加
。

ハ
ワ
観
も
四
菫
で
、
お

互
い
の
震
や
文
化
に
つ
い

て霜駝野前に学習
し
た
首
里
城
や
守
礼
門
な
ど

に
触
れ
つ
つ
、
「
ハ
ワ
イ
と
沖

置
か
つ
憂
立
雲
、
独

自
の
文
化
を
持
つ
な
巽
通

点
が
多
い
」
と
指
摘
し
た
。

琉
大
側
は
フ
ン
ド
セ
ル
や

給
食
エ
プ
ロ
ン
を
示
し
て

「
こ
れ
は
何
で
し
ょ
う
」
と

問
い
掛
け
。
ク
イ
ズ
形
式

で
、
曰
本
の
学
墜
活
に
つ

い
て
紹
介
し
た
。

自
作
の
シ
ー
サ
ー
を
実

一
足
向
か
っ
て
篝
し
た
比

嘉
妻
君
は
ラ
ー
夛
ン
ス

の
踊
皇
見
て
、
面
白
か
っ

た
。
夏
休
み
に
は
ハ
ワ
イ
に

行
っ
て
み
た
い
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
た
。
．
？

PacificPress2005年２月１５曰Ｈａｗａ

JWQww例cﾘﾘｦＣｎＲＥ頚５７ Februaryl5，２００５

イ
ー
ス
ト
ウ
エ
ス
ト
・
セ
ン

タ
ー
官
ｗ
Ｃ
『
ハ
ワ
イ
大
学

で
Ｈ
）
、
沖
縄
の
琉
球
大
学
は
１

月
２
７
曰
宋
）
．
Ｅ
Ｗ
Ｃ
コ
ン

フ
ア
レ
ン
ス
・
ル
ー
ム
で
ピ
デ

ォ
テ
レ
ニ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ヲ

ロ
ー
パ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
硴
立
」
を
開
催
し
た
。
鰔
題
は
、

こ
の
３
着
の
』
中
力
に
よ
る
未
来
の

ＥＷＣＵＨ､琉球大学

初のﾃﾚｺﾝﾌｧﾚﾝｽﾞ

未来の人的資源開発話し合う議
鑿
》
鶏
辮
瀞
蕊
譲
（
蕊

が
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
、
こ
の

曰
の
ビ
デ
オ
・
コ
ン
ブ
ア
レ
ン
ス

表
は
ハ
ワ
イ
時
間
缶
輝
３
時
か
ら
４

代
時
半
窪
で
続
叶
ら
れ
、
ア
ジ
ア
・

唖太平洋地域の友好促進に関し
澤て鰯Ｕ合った。
Ｈ
同
ピ
ー
テ
オ
・
コ
ン
フ
ア
レ
ン
ス

釦
は
重
す
サ
イ
ド
シ
ョ
ー
匁
曇
星
梁
で

》
開
幕
し
、
開
会
の
捧
癖
壌
諏
直
ｗ

を
Ｃ
、
Ｕ
Ｈ
、
鎌
諏
大
学
の
代
塞
に

麺
よ
り
行
わ
れ
、
本
題
、
Ｓ
冒

施○言一一曾函（溺毬崗（三國己。○陽。
な
『
ｇ
Ｓ
ｇ
Ｃ
萬
一
ｇ
ご
莪
含
の

錘チャレンジ、＋舎乖艫謡霧斬に向
に
げ
て
｝
」
が
鰯
誓
燕
示
淵
リ

テ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し

趣
そ
れ
ぞ
れ
代
変
の
ス
ピ
ー
チ
が
行

乘
わ
れ
、
そ
の
あ
と
戯
錘
応
答
と

峡
な
っ
た
。

麺
Ｅ
Ｗ
Ｃ
は
沖
縄
と
の
關
係
が
特

鉾巫密壷壺》←鐸》昨岼蜂癖》》季
”
か
ら
は
元
沖
聯
鶴
銀
》
太
田
圏
秀

氏
、
琉
球
銀
行
元
頭
取
申
山
吉
一

氏
、
琉
球
大
半
元
総
長
棒
率
昭
｛
こ
ん
に
ち
腱
驚

氏
、
そ
の
ほ
か
多
く
の
政
府
、
ピ
そ
の
機
は
小
鯛
璽

ジ
ネ
三
教
育
関
係
者
が
輩
出
、
更
に
多
く
錦
鍵
鐘
（

纐
攪
…
…
…
窺
篭
一

呪
撃
の
加
藤
エ
ミ
ィ
鰯
閏

》ホノルル各地で演議麟
罐
歌
手
の
鶴
エ
ミ
イ
室
ん
は
１
で
Ｃ
Ｄ
蕊
鎧

小
月
７
曰
釜
）
午
後
１
時
か
ら
ｚ
演
奏
会
纈
蟻
漣

鵡
鴎
、
ホ
ノ
ル
ル
の
ア
ロ
〈
タ
ワ
ー
ハ
ワ
イ
ア
誌
鋤
繩
靹

鱸センターで両日４蕊らｓフラも蹴鱗鰄
蝿
瀦
議
満
蕊
護
灘
Ⅷ

》鰯州臓郷辮椀胸鵬職》
蝿
灘
蕊
引
鱒
轤

》
蕊
鰯

濫
ソ
ー
ー
ー
ヅ
ム
と
の
藷

8３



琉球大学教育学部紀要第74集

アンケート調査結果〔表１－７〕

1)週町詫芯荒ﾖﾖｺ導きL=力､っﾌﾞ三です力､？

印
、
釦
、
、
、
ｏ

匡

3)ﾖ這荒会をi圏－て相手の文イヒ･音ⅡpH･言語'二

興味を持つよう'二ﾌﾛｺﾞJました力､？
41)交荒会をi劃_ﾉて英語や曰本語を畳団二学ＰＣ弓
言舌せるように７Ｂ１ﾉたいと」患いました力､？

印
、
釦
、
、
、
ｏ

印
印
如
ｍ
ｍ
ｍ
ｏ

5)普鳫５週の英語０列要図iﾋﾞｽﾞﾆ学/しだこと力､交流会'二役

にたちましたか？
6)英語Oﾌ勉強l訶寄采のために大切だと思いま

すか？

３３

頭
釦
牽
、
幅
、
５
ｏ

￣

お
ｍ
率
、
幅
ｍ
５
ｏ

3０

匝乢 臆

7)このグローバル社=会rで英語l土とて自ｕｊ要な言
語だとﾉ思いますか？

５
０
５
０
５
０
５
０

３
３
２
２
１
１ 国

－８４－

■■ ■■

３

￣１



與儀峰奈子：ＩＣＴ遠隔交流を通した国際理解

小学生アンケート回答用紙〔例〕

ET7aluationandcomment8oftheteleconfbrencemay25th,2005）

Ｎａｍｅ；

1）Didyouenjoyparticipatingintheteleconference？

2XSi:H忠総急9LJB星鰄&灘鵬,Ｍ（

鰯灘鵜鰍
淵愈，.！．:５Ｗ[蝋ＭＩＩ<RPwcⅥ

HiqI8h雨認

teleconfbrence？

工ｍｏｓＩｃｌ,Uwepl柵ｓＩｍ函斜)ｵﾗ狼h7eち，
5)WhatdidyoulearnabouttheOkmawanStudents？

鶴噸吉勵鯛鰯臘馳駆WlfIMlw
fUture？

,)臓忠捌繩馳弘蹴鵠蝋§A慨鮮Ｆ
ｉｎｔｈｅｆＵｔｕ１℃？

ldlnJIii)farこ…｡卜ＳＭＨ､卜錘…ｄＩＭ３ａｂ
８)Pleasegiveadditionalcommentsontheteleconference

工ｅ>(ＰＧ針ｅｄＨｎｅＳＭＪＩｅｈだやｂＯ+dlallycl鱒
ｃｒｏｖｖＭｓＭｎＪｃａｈ二ｖａｒｗＭｃＭﾙﾒ巳工ｈ･ｐｆ
＋のｈ貢ｖＣ酉ｎｏ+ｈＥｒ＋こ'e,CcnnPCX-cncC--阿巳＋,ｒｖ１ｅ・ｓｃｃｎ，

ThankyouverymuchfbryourcooperationandwonderfUl

perfbrmancesintheteleconfbrence！

－８５－



琉球大学教育学部紀要第74集

EvaluationandcommentBofthete1econference(Ｍａｙ２５世,2005）

Name：Ｋｅ･〕型

1)Didyouenjoyparticipatingintheteleconfbrence？３es

2)Ｗｈ鉱didyoulearnthroughtheteleco唾rence？yes，

土Ieqw唇。椥十妬Ｐ－ｅ－怜《w､上ｏｎｎｑｌｓ｡v,ｎｄ
ｄｉ轡ｅｉｅｈｆ
３)Didyoubecomeint…tedinJapanese/OkinawanCul…s?ｙｅｓ，
，温風蝋胸did,…nj.,`h…鋪｡山`h・

……nce?工ｅｑｊｃ'ごdHn具ｓｕ…i〃､９坪，
5)Whatdidyoul…abouttheOkinawanstudent．?-ｍ巴ｙＳ;卜,ツ
熟誼ｉ謎｡)fll)i:!；:ilAM鵬;`偽………
fUture？９eＳ

ｗ:':澱纐ｌＷｗｆ鰹囎期箪聡腫
8)PleaBegiveadditionalcommentsontheteleconference、
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遠隔交流会アンケー上

1）ハワイの小学校との遠隔交流会は楽しかったですか？

辻て牡熟ｳ鮠でｉ
２）どのようなことが楽しかったですが？

クイズyとフラタレフL屯おしえて
毛ら，おのｳ蝋し＃；たで丈

３）交流会を通して学んだことは何ですか？

鱸訣もラヴし誌しｳ;道

４）交流会で一番印象に残ったことは何ですか？

フラダンスです。

5）交流会を通してハワイの小学生と直接会ってお話しがしたくなりましたか？

しまい｡でも少しＵし》まし,て式
６）交流会を通してハワイの文化・習慣・首語に興味を持つようになりましたか？

ヅしい丁。
７）交流会を通して英語をもっと学んで話せるようになりたいと思いましたか？

しお､。
８）普段の英脂の授業で習ったことが役に立ちましたか？

ノクしだ・け。
９）英語の勉強は将来のために大切だと思いますか？

はい。

１０）このグローバルな社会で英語はとても必要な言語だと思いますか？

↓よい。

１１）将来はどのような人になりたいですか？

英誇'畑本蕊もレドペカ(６人

１２）遠隔交流会に使った磯器（スクリーンや会醸カメラシステム）についてどう思いまし

たか?見たごｚなｳ;たのですごｗ亀､'まｕと。
１３）今後、遠隔交流会を通してどのようなことをやってみたいですか？

英言灘教えてお色>てﾊﾜｲ⑪子に'よ帥零ｔ
轍が志げ2魑力……い…
た(,Ｔ､す
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１）ハワイの'｣､d撲校との遠隔交流会は楽しかったですが？

とても鱒Ｌ仇裾
２）どのようなことが楽しかったですか？

クイスをとくﾋｸげ：鱈》人へ
３）交流会を通して学んだことは何ですか？

英薄枕化毒し'＼だ〕ﾌﾞミ
４）交iHE会で一番印象に残ったことは何ですか？

（｝まじめ７ﾆｭｰｽｮｨ左い'てテに！
（で７淑振ごと

５）交流会を通してハワイの小学生と直接会ってお話しがしたくなりましたか？

はし、
６）交流会を通してハワイの文化・習憤・酋硲に興味を持つようになりましたか？

（E|(い
７）交流会を通して英鰭をもっと学んで賭せるようになりたいと思いましたか？

尾し､乳1ﾐー
８）普段の英語の授業で習ったことが役に立ちましたか？

ｌＺｊくい
９）英語の勉強は将来のために大切漣と思いますか？

｜ヨ(、

１０）このグローバルな社会で英鰭はとても必要竣言路だと思いますか？

（』し、
１１）将来はどのような人になりたいですか？

．.）

英藷迄いつ(。．(’し)⑮へ"舸影人に７
１２）遠隔交流会に使った機器（スクリーンや会磯カメラシステム）についてどう恩1‘

たか？

カメラﾉﾝ５（`ずrハ長
１３）今後、遠隔交流会を通してどのようなことをやってみたいですか？

募露獄心と就灯ムーハー鑿冤～

今｡ノ議し
遠隔交流会アンケート
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・ﾌﾗｸﾞ釈もいっしょに`掌んだ、

4）交流会で一番印象に残ったことは何ですか？

・ラヰ縦やハワイの獅初ﾌﾞｽ“に

して寡，虎しにここ
5）交流会を通してハワイの小学生と直接会ってお話しがしたくなりましたか？

｜よし、
６）交流会を通してハワイの文化・習慣・ｍＢに興味を持つようになりましたか？

しまし、
７）交流会を通して英ﾛ暦をもっと学んで話せるようになりたいと思いましたか？

しまい
８）普段の英語の授業で習ったことが役に立ちましたか？

１些允ｿﾞﾌた
９）英語の勉強は将来のために大切だと思いますか？

・大人に年ってｲ菫ウリ､‘しオレ
プメいめて'六ｔ〃だと亀い､誤す

１０）このグローバルな社会で英硲はとても必要な言､§だと思いますか？

（よし、

１１）将来はどのような人になりたいですか？

〉塚9Ｉとにい､７諺しいⅣ’イ､

'邊鰕簗雫(篭潔獣岳毫薑PYLｾﾞｱ護糊三
と思った

１３）今後、遠隔交流会を通してどのようなことをやってみたいですか？

ハワイの有兄な物迄生農圭にナこ

し､、忍'倉払……い…
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